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広域科学専攻指導教員研究内容一覧
東京大学大学院総合文化研究科
１．この冊子は、平成26年度に本専攻内の三系（生命環境科学系、広域システム

　　科学系、相関基礎科学系）の修士課程の指導教員となる予定の教員について
　　記している。

２．ただし、氏名の右肩に※印のついている教員は平成26年度における学生の受け

入れ予定はない。

３．出願者は、関心のある研究室を訪問するなどして、自己の希望についての考え

　　をまとめておくことが望ましい。なお、各教員名の下に、研究室の所在（建物、

　　部屋番号）及び電話番号を記してあるので訪問の事前連絡などに利用されたい。

　　電話はすべてダイヤルインで、特に指示のある場合を除き、０３－５４５４の

後に、各教員の電話番号を続けること。

例　０３－５４５４－（○○○○）

　注意

　　相関基礎科学系には以下４つの専門グループがあるので注意すること。

　　　Ａ：科学史・科学哲学　　　Ｂ：素粒子・原子核

　　　Ｃ：物性理論　　　　　　　Ｄ：物性科学・分子科学・物質科学
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生命環境科学系

	教員名
建物、部屋番号

（電話番号）
	（専攻分野）：研究内容

	新井　宗仁

１６号館　６２３Ｂ

（６７５１）
	（構造生物学・生物物理学）：ＤＮＡに書かれた「生命のプログラム」を解き明かし、産業や医療に役立つ蛋白質の新規創製を目指す。特に、バイオエネルギーを効率的に作り出す蛋白質のデザインと、蛋白質のフォールディング問題の解決を目指した研究を行っている。

	村上　　裕
３号館　２０３Ａ
	（生物化学・進化分子工学・RNA蛋白質工学）：分子生物学や有機化学を用いて新しいシステムを構築し、医薬や生物学研究ツールとして有用なペプチド・蛋白質を創製することを目指す。機能性分子の創製には、分子の基本設計と選択方法の構築が重要である。我々は、蛋白質合成システムである「翻訳」に化学的な改良を施し、これを機能性分子の創製に利用している。さらに、得られた機能性分子の医薬や研究ツールとしての応用を検討している。

	若杉　桂輔
１５号館　２０５Ａ
（４３９２）
	（機能生物化学・蛋白質分子工学）：「生命の不思議さ」を分子レベルで理解し、「医療に貢献できる新たな医薬品の開拓」を目指している。主に、「天然蛋白質の新規機能の探索」と「新規人工機能性蛋白質の創製」を軸に研究を行っている。

	吉本　敬太郎
１５号館　２０１Ａ

（６５８０）


	（幹細胞工学・医用高分子科学）：医薬分野で有用な培養法や診断法に関する研究を行っています。「安全かつ高機能な幹細胞作製法」、「低侵襲かつ高精度な細胞品質評価法」、「核酸製剤を用いた新しい治療・診断」に関する研究など、生物学・�化学・工学の分野横断的な研究を行っています。現在までに、幹細胞機能を上方制御する三次元培養法や酵素模様を利用するタンパク質識別法などを確立しつつあり、細胞結合性核酸なども見出しています。

	陶山　　明
１６号館　３２７Ａ
（６５２８）
	（分子生物物理学、ゲノム情報科学、ＤＮＡ工学）：巨大ゲノムを解析するための新しい計測法やアルゴリズムを開発し、その構造と機能、進化を明らかにする研究｡ＤＮＡ分子や蛋白質分子､細菌を計算素子とする分子コンピュータに関する研究。分子構造・分子システムのダイナミクスから生体機能を明らかにする研究。

	村田　昌之
３号館　２０２Ａ
（０３－５４６５－７６２５）
	（細胞生物物理学・合成生物学）：新しいイメージング技術と画像解析技術、セミインタクト細胞技術をカップルさせた単一細胞内蛋白質機能・膜動態可視化解析システムを利用し、様々な生命現象（分化、ストレス応答等）や疾患(がん、糖尿病､神経変性疾患等)に関わる遺伝子・蛋白質ネットワークのダイナミズムを解明するとともに、その手法と知見を利用した創薬支援システムを開発する。

	坪井　貴司
１５号館　３１８
（０３－５４６５―８２０８）
	（分子細胞生理学・神経科学）：生体の恒常性維持に必要不可欠であるホルモン分泌や神経伝達物質放出といった分泌現象に注目し、分子生物学的手法とバイオイメージング手法を組み合わせ、分泌制御に重要なタンパク質の機能解析を通して、分泌現象の分子メカニズム解明を試みている。また分泌の特殊な形態と考えられる神経細胞でのチャネルや受容体の輸送機構の解明も試みている。

	佐藤　　健
１６号館　７２３A
（６７４９）
	（生化学・生体分子科学）：細胞内における小胞輸送、タンパク質局在、オルガネラ形成などの生体膜を舞台とした生命現象に注目し、これらの分子メカニズムを試験管内再構成系、１分子計測系などを用いて明らかにする研究を行う。

	豊島　陽子
１６号館　６１０Ｂ
（６７５２）
	（生物物理学・分子生理学）：細胞運動に関わるモータータンパク質の分子メカニズムの研究。遺伝子工学、再構成運動系、顕微操作、構造解析など、さまざまな手法を用いたアプローチを行う。

	教員名
建物、部屋番号

（電話番号）
	（専攻分野）：研究内容

	矢島　潤一郎

（６７４５）
	（生物物理学・ナノバイオロジー）：細胞分裂システムを構成する生体分子機械(キネシン)や分裂装置(紡錘体)の動作原理を分子のレベルで解明する。1分子ナノバイオロジーの立場から、主に光学顕微鏡を駆使して研究を進める。

	太田　邦史
１５号館　３０９Ｂ
（０３－５４６５－８８３４）
	（ゲノムダイナミクス制御、分子細胞生物学）生物は絶えず自らの遺伝子を変化させ、遺伝的多様性を獲得することで、外的環境の変動に適応している。特に、子孫継承のための生殖細胞と、獲得免疫を担当する免疫細胞で遺伝子再編成が重要な役割を果たす。当ラボでは、クロマチン構造やエピジェネティクスとゲノムの動的性質の関係に関心を持ち、生殖・免疫細胞における遺伝子再編成の制御の仕組みを調べている。また、その知見を利用した構成的生物学やバイオテクノロジーの研究も行っている。

	池内　昌彦
１５号館　３１６
（６６４１）
	（光合成・光生物学・ゲノム生物学）：植物のモデル生物であるシアノバクテリア（藍藻）を用いて、光化学系複合体の構造と機能、環境変化に対するダイナミックな応答や走光性にかかわる受容体・シグナル伝達・転写因子などの分子生物学的解析、シアノバクテリアゲノムのバイオインフォマティクス解析、光合成生物の適応と進化の分子レベルの研究、光合成能の強化や光合成による物質生産、代謝工学の研究を進めている。

	佐藤　直樹
１５号館　３０３Ｂ
（６６３１）
	（植物機能ゲノム学・比較ゲノム進化学）：「生命とは何か」という問いに対して、葉緑体を全生命システムの最も単純な縮図と考えることにより、細胞の構造・機能・進化から答えるため、計算（バイオインフォマティクス）と実験の両面から研究する。主に、ミトコンドリアとプラスチド、シアノバクテリアを扱う。前者では、比較ゲノム解析ソフトGclustの開発、系統プロファイリング、光合成生物のゲノム進化解析を、実験では、オルガネラのDNA複製と転写、核様体の分子構築、オルガネラ分裂、光合成などを扱う。

	和田　元
１５号館　３０５Ａ
（６６５６）
	（植物生理学・分子生物学）：植物やシアノバクテリア（ラン藻）などの光合成生物を研究材料として、チラコイド膜や光合成装置の形成、葉緑体やミトコンドリアの分化、光合成の環境適応などの生命現象のしくみについて、特に脂質の生合成・分解（代謝）と生理機能に注目しながら、分子遺伝学、生化学、細胞生物学、物理化学などのあらゆる手法を駆使して研究を進めている。

	渡辺　雄一郎
１６号館　６２７
（６７７６）
	（植物環境応答学）：植物は環境変化、病原体などの環境ストレスの脅威をつねにうけて、生き延びている。その際に、種々の低分子ＲＮＡが遺伝子制御に関与していることが明らかとなった。その生成機構あるいはＲＮＡサイレンシングによる生物現象を、ＲＮＡ分子生物学、細胞学、遺伝学などをもちいて多角的に解析している。動物にも共通にみられる現象がみえている。

	石浦　章一
１６号館　６０８Ａ
（６７３９）
	（分子認知科学）：認知機能に異常が見られる遺伝性疾患の発生メカニズムについて、分子細胞生物学を利用して研究を行っている。変異遺伝子を細胞に導入することにより、引き起こされる細胞機能の変化を、生化学的、生理学的に検出して、遺伝子産物の機能を明らかにする。

	川戸　　佳※
１６号館　３２０
（６５１７）
	（脳生物物理学）：脳海馬での精神･感情に依存する､記憶学習の生物物理学。顕微機能イメージング・電気生理と分子生物学をドッキングさせて、神経情報伝達物質が駆動する、神経シナプスでの情報受信・変換・発信の動的分子機構を解析する。

	教員名
建物、部屋番号

（電話番号）
	（専攻分野）：研究内容

	松田　良一
１５号館　３１２、３０９Ａ、３１７
（６６３７）
	（発生生物学）：動物の発生過程における筋細胞分化の開始機構を理解する目的で培養筋細胞を用いて種々の細胞外基質と成長因子の及ぼす筋細胞分化制御遺伝子の発現に対する効果を細胞生物学、分子生物学的に調べる。

	道上　達男
３号館　３０６Ａ
（６６６５）
	（分子発生生物学）：脊椎動物の初期発生において、胚のボディパターンや器官の分化がどのようにして規定されるかについて、細胞内シグナル伝達機構などとの関係を考えながらその分子メカニズムを分子生物学・生化学的な手法を用いて解析している。

	大杉　美穂

建物、部屋番号　未定

電話番号　未定
	（分子細胞生物学、発生細胞生物学）：細胞分裂期に染色体を正確に２つの娘細胞に分配するための巧妙なしくみの分子機構について、培養細胞やマウス初期胚を用い、生化学的な解析から生細胞の経時的観察にわたる幅広いアプローチで研究を進めています。

	大海　　忍（兼担）
医科学研究所 合同ラボ棟１階
（０３－５４４９－５３１１）
	（遺伝子動態・たんぱく質科学）：細胞の増殖・分化・老化・死をはじめとする生命現象のしくみをたんぱく質の構造と機能の関係に注目しながら解析し、最終的には個体での変化を分子レベルで解き明かすことを目指す。研究手法として、たんぱく質の翻訳後修飾を見分ける特殊抗体やプロテオミクス技術を活用する。

	竹内　昌治（兼担）
生産技術研究所　Ｆｗ２０５
（０３－５４５２－６６５０）
	（ナノバイオテクノロジー・MEMS）：生体組織を機能素子として利用し、マイクロ・ナノサイズのデバイスと組み合わせたハイブリッドなシステムについて研究している。細胞生物学、一分子生理学など生物的な知見のみならず、半導体プロセス、マイクロメカトロニクスといった工学的な知見を駆使し、生体分子モータや膜タンパク質、細胞、脳・神経の機能を解明する研究、または、そこでの要素技術を応用し膜タンパク質チップや神経インタフェースとして実用化を目指す研究を行なっている。

	伊藤　　啓（兼担）
分子細胞生物学研究所
本館１４号室
（０３－５８４１－２４３５）
	（分子神経解剖学・発生学）：主にキイロショウジョウバエを用いて、分子遺伝学的手法を駆使して脳内の様々な細胞を体系的に可視化することにより、各種の一次感覚野から統合野を経て出力野に至る脳内の情報の流れの全貌を解き明かすことを目指している。またこれらの回路が形成されるメカニズムを解析している。

	白髭　克彦（兼担）
分子細胞生物学研究所

弥生・生命科学総合研究棟Ｂ
４０４号室

（０３－５８４１－０７５６）
	（ゲノム構造学・染色体機能）：当研究室では遺伝情報の維持、発現の場である染色体の構造と機能についての研究を行っています。ヒトの疾患細胞、およびマウスを材料として、染色体機能を運営する多数の遺伝子群が形成するネットワークの全体像を理解する事と、その破綻による疾患の分子病態の解明を目指しています。

	岡田　由紀（特任)

分子細胞生物学研究所

弥生・生命科学総合研究棟Ｂ

４０２号室

（０３－５８４１－７８３１）
	（エピジェネティクス、生殖）：生殖細胞（精子・卵子）の増殖分化におけるエピジェネティック修飾の関与や、受精卵におけるクロマチン動態を、マウスや初代培養細胞を用いて、個体レベルから遺伝子レベルまで幅広く研究しています。

	増田　　建（系間協力教員）
１６号館　３０５Ｂ
（６６２７）
	（植物生理学・植物分子生物学）：植物と光との関係について、葉緑体形成や光環境適応、光合成の環境適応・進化機構について、特にクロロフィルやヘムなど色素類の合成・分解の制御機構の解明を通して研究を行っている。主に植物生理学、分子生物学、生化学、分子遺伝学などの手法を用いて研究を進めている。

	教員名
建物、部屋番号

（電話番号）
	（専攻分野）：研究内容

	酒井　邦嘉（系間協力教員）
１６号館　７１１
（６２６１）

	（脳機能解析学・言語脳科学）：核磁気共鳴現象に基づくMRI（磁気共鳴映像法）や、SQUID（超伝導干渉計）を用いたMEG（脳磁図）などの先端的物理計測技術による脳機能の解析。特に、自然言語の文法性や普遍性・生得性といった高次脳機能を明らかにするための研究を行う。

	中澤　公孝
９号館
（６８５５）
	（運動神経生理学・リハビリテーション医学）：脊髄損傷のニューロリハビリテーションとの関連から、人間の立位姿勢や歩行を制御する神経機序、トレーニングによる神経系の再組織化、随意運動と脊髄反射の調節、などに関する研究を行っている。

	石井　直方
９号館
（６８７０）
	（筋生理学・比較生理生化学）：動物の筋からヒトの筋までを研究対象とし、筋収縮とその制御機構やトレーニングに対する適応の機構について、様々な生理生化学的手法を用いて調べている。

	寺田　新
９号館
（６８６３）
	（運動生理生化学・栄養生理学）：１）身体運動に対する糖・脂質代謝機能の適応機構の解明や ２）パフォーマンス向上および健康の維持・増進効果を有する新規栄養成分の探究などを行っている。実験動物や培養細胞を研究対象とし、生理生化学的および分子生物学的手法を用いて検討している。

	深代　千之
９号館
（６８６５）
	（スポーツバイオメカニクス）：ヒトのダイナミックな身体運動を支える筋・腱連合組織の働きを力学的および生理学的な手法を用いて明らかにする。　このような実験研究に加えて、コンピュータシミュレーションも併用する。

	八田　秀雄
９号館
（６８６２）
	（運動生理生化学）：運動による生理生化学的代謝変化の中でも、乳酸を中心とする糖の代謝が、運動中や運動後にどう変化しているのかをマウス、ラット、ウマを使って主として研究し、さらに栄養摂取やトレーニングなどによる変化についても検討している。

	柳原　大
９号館
（６８５７）
	（脳神経科学・運動生理学）：運動の適応制御、学習・記憶に関する中枢神経系、特に大脳皮質運動関連領野・小脳皮質・脳幹・脊髄の機能について、分子・遺伝子レベルからスポーツ選手を含む個体の行動レベルまで統合的に理解することを目標に研究を行う。

	工藤　和俊
９号館２１４
（６８５４）
	（運動神経心理学・運動学習/制御論）：スポーツ・ダンス・音楽演奏に代表されるヒトの巧みな運動の学習および制御機構を運動心理学、脳神経生理学、および非線形数理科学の手法を用いて明らかにする。

	久保　啓太郎

９号館　
（６８６４）
	（筋・腱複合体の可塑性）：ヒト生体における筋・腱複合体（特に腱組織）の加齢、トレーニングなどに伴う可塑性とそのメカニズムに関する研究を行っている。さらに、筋・腱複合体と筋機能（スポーツパフォーマンス）との関
連から、健康増進およびパフォーマンス向上を目的とする運動プログラムの開発も行っている。

	福井　尚志
９号館
（６８６６）
	（スポーツと加齢による関節障害）：スポーツおよび加齢による関節の障害を、腱、靱帯、半月、軟骨の４つをキーワードに、細胞、組織、実験動物、実際のヒトの病態という４つのレベルで包括的に研究し、障害の病態を明らかにすることによって予防と治療に役立つ知見を得るための研究を行っている。

	教員名
建物、部屋番号

（電話番号）
	（専攻分野）：研究内容

	今井　一博
９号館　２１２
（６８６１）
	（スポーツ医学）：骨・関節・筋肉などの運動器を中心にスポーツ・運動がヒトにおよぼす影響をテーマとしています。身体運動における骨折リスク・骨力学特性の評価、運動器障害に対する運動療法の効果と限界、不良肢位とスポーツ障害、などを研究しています。

	吉岡　伸輔
９号館　２０７
（６８５５）
	（スポーツ・バイオメカニクス）：スポーツや日常生活における各種動作のメカニズムについて力学的な観点から研究しています。特に筋の力学特性と運動パフォーマンスとの関連性について、実験やコンピュータシミュレーションを用いて調べています。

	長谷川　寿一
２号館　１０７Ｂ
（６２６２）
	（動物行動学・進化心理学・比較認知科学）：１）おもに鳥類、哺乳類を対象とした性淘汰の実証的研究。２）ヒトの社会生物学・進化心理学。人間行動の生物学的理解。３）人間の認知発達。４）動物の認知機能。

	丹野　義彦
２号館　１０７Ａ
（６２６５）
	（異常心理学・臨床心理学）：認知行動理論・社会心理学・ストレス心理学などの理論から、不安・抑うつ・統合失調症などの症状を解明し、心理的健康について考察する。質問紙法と統計分析、半構造化面接法、実験法が主な研究技法である。

	岡ノ谷　一夫

３号館　２１５
（６２６６）
	（神経行動学・言語起源論）：動物のコミュニケーションは、伝達者の情動状態と他者操作のための信号とが同時に伝達される複雑な行動である。コミュニケーション行動の進化過程と神経機構を鳥類・齧歯類・ヒト乳幼児を対象に研究し、人間言語の特殊性を検討する。

	四本　裕子

３号館　１０３Ａ
（４３３２）
	（認知脳科学、知覚心理学）：さまざまな情報が脳内で処理され統合されて「知覚・意識」となる過程を、行動実験（心理物理学、経頭蓋磁気刺激）や脳活動の測定（脳波、機能的MRI）を通して明らかにすることを目指します。

	齋藤　慈子

２号館　１１０

（６２６３）
	（比較認知科学・認知心理学）：養育行動、養育欲求をキーワードに、小型霊長類であるマーモセットを対象とした親行動と内分泌の関係、ヒトの乳児顔に対する認知、ネコの対ヒトコミュニケーション能力について研究している。

	石垣　琢麿（兼担）
１号館１６１Ｃ／学生相談所
（４４３８／６１８６）
	（精神医学、臨床心理学）：各種精神障害における症状に関する認知臨床心理学的研究。特に統合失調症を中心に研究を進めてきた。また、認知行動療法の実践と適用・効果に関する研究も行っている。

	風間　北斗（客員）

理化学研究所脳科学総合研究センター

（６２６６　岡ノ谷一夫研究室）
	（知覚神経回路）：ショウジョウバエをモデル動物として、感覚情報が脳内でどのように表現され、そしてどのように処理されることによって知覚が形成されるのかを、シナプス、細胞、回路から行動に至るレベルで理解する。

【この教員の指導を希望する者は、本学の常勤指導教員の監督のもと、理化学研究所で研究指導を受けることができる。】

	ジャステイン・ガードナー（客員）

理化学研究所脳科学総合研究センター

（６２６６　岡ノ谷一夫研究室）
	（認知脳科学）：感覚によって得られる情報と脳内に既に蓄えられている既知情報は、脳内でいかに統合され知覚を生じるのだろうか。被験者が心理課題を遂行しているときの大脳皮質の活動をfMRIで測定することにより、知覚と脳活動をつなぐ様々な理論的モデルを評価する。

【この教員の指導を希望する者は、本学の常勤指導教員の監督のもと、理化学研究所で研究指導を受けることができる。】
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